
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
骨
四
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
　
第
ご
號
　
　
ご
ニ
ニ

断
究
の
繋

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
三
十
四
回
）

天

沼

俊

一

　
　
　
第
三
十
四
　
窓
　
（
中
の
下
）

　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
わ

　
江
戸
時
代
の
細
き

　
第
三
〇
五
圖
は
山
城
宇
治
の
興
聖
寺
廻
廊
の
連
績
花
頭

声
で
あ
る
。
而
も
上
の
ご
こ
ろ
は
柱
の
側
面
へ
さ
し
込
ん

で
あ
り
、
普
蓮
の
謂
は
ゆ
る
花
頭
型
を
し
て
み
な
い
。
こ

の
標
な
の
は
新
ら
し
い
も
の
に
相
當
に
見
出
さ
れ
る
が
、

古
い
ご
こ
ろ
に
は
な
い
。

　
之
の
廻
廊
等
は
、
ざ
ち
ら
か
ご
い
ふ
ご
間
に
合
は
せ
も

の
、
如
く
で
、
威
嚴
等
は
漏
り
な
い
が
、
冠
頭
鷹
取
の
一

例
こ
す
る
こ
ご
は
で
き
る
。
中
央
の
出
入
ロ
に
締
込
ん
だ

淺
唐
戸
は
、
上
が
楯
に
な
っ
て
み
る
の
が
物
足
り
澱
。
こ

は
一
層
の
事
他
ご
同
じ
襟
に
し
た
方
が
好
結
果
を
吊
し
た

で
あ
ら
う
Q
併
し
な
が
ら
、
ざ
の
様
に
し
た
ε
こ
ろ
で
こ

の
ま
、
で
は
、
討
薄
つ
べ
ら
だ
こ
い
ふ
戚
は
ご
り
去
る
こ
ご

が
で
き
訟
Q

　
第
三
〇
山
ハ
圖
［
は
長
野
山
巾
無
口
光
寺
－
如
來
に
奉
仕
す
る
別
轡
田

職
な
る
大
拗
進
の
塀
ご
門
番
所
ε
で
あ
る
。
塀
の
は
前
門

ご
同
じ
く
連
置
花
頭
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
横
に
長
く
て
背

が
低
い
か
ら
、
櫛
型
窓
の
血
忌
の
様
に
見
え
る
。
門
番
所

の
左
の
方
の
切
妻
に
な
っ
て
突
き
鴇
て
る
る
部
分
の
は
拙

（52）



い
形
だ
が
上
が
少
し
込
み
入
っ
て
み
る
。
こ
の
形
は
前
號

に
だ
し
た
第
二
九
四
圖
及
び
本
號
第
三
一
一
圖
の
如
き
も

の
で
、
こ
れ
等
の
仲
間
に
入
れ
て
も
差
支
の
な
い
も
の
で

あ
る
。

　
第
三
〇
七
圖
は
日
光
東
照
宮
｛
農
、
瀧
軍
慮
魔
へ
行
く
潜
…

に
あ
る
地
藏
堂
の
で
、
建
物
は
柱
も
壁
も
貫
も
全
部
朱
漆

塗
、
窓
は
権
も
格
子
も
黒
漆
塗
で
あ
る
。
．
前
二
圖
ご
同
じ

考
へ
で
、
た
い
全
話
が
窓
に
な
っ
て
ゐ
諏
省
け
の
差
で
あ

る
Q
な
せ
な
ら
彼
等
に
於
い
て
は
別
に
後
ろ
に
戸
を
た
て

る
必
要
が
な
い
か
ら
、
柱
間
一
ぱ
い
の
孔
を
あ
け
る
こ
ご

が
で
き
た
が
、
こ
れ
は
さ
う
は
い
か
な
い
。
之
の
場
合
は

爾
方
へ
引
あ
け
る
戸
が
た
て
、
あ
る
。
さ
う
し
て
普
通
有

燭
れ
た
形
で
は
面
白
く
な
い
ご
で
も
思
っ
た
も
の
か
、
上

の
花
形
の
こ
こ
ろ
丈
け
を
引
．
伸
ば
し
て
爾
側
の
柱
ま
で
つ

け
、
途
中
の
茨
の
ご
こ
ろ
か
ら
左
右
の
権
を
π
て
、
あ
る

一
勿
論
こ
の
機
な
意
匠
は
敢
て
こ
れ
の
み
で
は
な
く
、

他
に
い
く
ら
も
實
例
は
あ
る
が
一
i
故
に
こ
の
場
舎
、
花

　
　
　
　
ほ
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
骨
四
）
　
（
天
沼
）

無
窓
こ
し
て
五
六
に
な
っ
て
み
る
部
分
丈
け
を
考
へ
て
み

る
ε
、
茨
は
中
央
に
上
向
き
に
一
つ
あ
る
丈
け
で
、
最
も

簡
軍
な
る
形
ご
い
は
ね
ば
な
ら
滋
・

　
第
三
〇
入
圖
は
大
原
の
往
生
極
樂
院
、
ご
い
ふ
よ
り
三

千
院
こ
い
っ
た
方
が
一
般
に
知
れ
渡
っ
て
み
る
名
で
あ
る

が
、
そ
の
寺
務
所
の
玄
關
西
脇
の
花
頭
窓
で
あ
る
。
絡
に

描
い
た
富
士
山
の
様
な
形
を
し
て
み
る
の
を
「
富
士
花
立
」

こ
い
っ
て
る
る
が
、
こ
れ
は
ま
ん
中
の
と
こ
ろ
が
い
や
に

雫
た
く
て
、
到
底
富
士
山
の
様
な
形
で
は
な
い
か
ら
》
さ

う
い
ふ
名
は
當
ら
な
い
。
然
ら
ば
何
ご
呼
べ
ば
い
、
の
か

私
は
知
ら
な
い
。
富
士
乱
頭
に
し
て
も
労
り
い
、
形
ご
は

思
へ
澱
。
ビ
に
か
く
こ
の
様
に
原
意
を
失
っ
た
形
は
用
ひ

下
方
が
よ
さ
さ
う
で
あ
る
。

　
第
三
〇
結
瘤
は
京
都
西
本
願
寺
五
柳
の
間
の
大
花
頭
で

あ
る
。
こ
れ
は
同
寺
黒
書
院
裏
手
に
當
る
建
物
で
、
平
う

ち
の
一
室
の
名
繕
で
あ
る
が
、
通
例
舞
槻
者
は
こ
、
了
見

ち
れ
澱
こ
ε
に
な
っ
て
み
る
か
ら
、
一
般
に
こ
の
窓
は
知

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
二
號
　
　
ニ
ニ
三

（53）



　
　
　
　
臼
木
古
建
築
研
究
の
栞
（
脚
湯
）
　
（
天
沼
）

れ
渡
っ
て
は
み
な
い
。
こ
れ
は
第
二
九
一
圖
な
る
同
寺
飛

雲
閣
の
窓
を
少
し
ま
づ
く
し
た
や
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
回
れ
を
も
う
少
し
手
を
穿
い
た
の
が
第
三
一
〇
圖
で
、

同
前
境
内
の
す
つ
ご
奥
の
西
北
隅
に
近
い
、
大
谷
曾
由
師

邸
な
る
百
華
荘
ご
繕
す
る
建
物
に
用
ひ
て
あ
る
も
の
で
あ

る
前
圖
の
上
の
方
の
出
た
茨
ご
下
の
方
の
引
込
ん
だ
茨
ご

を
取
り
除
き
、
僅
か
爾
方
押
し
ち
い
め
る
こ
こ
の
形
が
で

き
上
る
。

　
第
三
〇
九
。
第
三
一
〇
圖
等
に
示
し
た
形
が
何
故
に
観

者
に
満
…
足
を
斑
ハ
へ
ぬ
か
ご
同
時
に
、
第
二
九
｝
圖
は
な
せ

こ
れ
等
温
に
墾
で
な
い
か
、
ピ
い
ふ
こ
ご
を
考
へ
て
み
る

ご
、
飛
雲
閣
の
大
花
頭
で
も
決
し
て
串
分
の
な
い
程
度
の

い
、
形
で
な
い
の
は
い
ふ
迄
も
な
い
こ
ご
で
あ
る
が
、
こ

こ
に
圖
示
し
た
二
つ
に
な
る
ご
、
何
れ
も
爾
肩
が
下
が
っ

て
し
ま
つ
だ
か
ら
、
全
膿
こ
し
て
締
b
が
な
く
な
っ
て
き

だ
の
で
あ
る
。
併
し
ま
だ
第
三
〇
九
圖
の
方
が
い
、
。
第

三
一
〇
圖
に
於
い
て
は
、
爾
方
の
で
た
ご
こ
ろ
が
い
や
に

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
第
二
號
　
　
二
二
四

膨
れ
て
み
る
上
に
、
下
の
こ
こ
ろ
の
曲
線
の
形
が
如
何
に

も
工
合
が
よ
く
論
い
か
ら
、
・
．
一
れ
等
が
恰
好
の
不
満
足
を

了
す
主
な
原
因
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
Q

　
第
三
一
一
圖
は
紀
伊
の
道
成
寺
庫
裏
書
院
窓
で
あ
る
。

上
の
欄
間
に
は
松
皮
菱
を
入
れ
、
下
の
無
業
の
上
の
輪
廓

は
三
千
院
の
ご
殆
ん
ざ
同
じ
で
あ
る
が
、
癒
用
の
場
所
ビ

窓
の
廣
さ
ε
に
よ
り
、
こ
れ
丈
け
異
な
っ
た
威
を
與
へ
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
も
う
少
し
略
さ
れ
、
茨
も
な
く
反
り

方
も
上
の
方
へ
若
け
に
な
っ
た
も
の
、
撃
ち
先
づ
歓
呼
撲

（
G
り
つ
σ
q
§
○
門
中
諺
辱
。
ε
ビ
い
っ
た
や
う
な
形
の
が
あ
る
◎
こ

れ
は
前
號
に
圖
示
し
淀
桂
離
宮
上
段
の
問
の
窓
の
上
の
方

を
、
一
連
綾
曲
線
に
し
た
や
う
な
も
の
で
、
地
方
色
か
何

か
知
ら
澱
が
、
伊
豫
ー
ビ
は
限
ら
ぬ
か
も
知
れ
濾
が
一

i
地
方
で
多
く
み
る
ご
こ
ろ
、
一
例
を
翠
げ
る
ε
温
泉
郡

和
氣
村
太
山
寺
庫
　
裏
書
院
窓
が
さ
う
な
っ
て
み
る
。
極
く

新
し
い
こ
こ
ろ
で
は
道
後
湯
の
町
の
宿
屋
の
座
敷
等
に
用

ひ
て
あ
る
。
こ
れ
等
は
花
雷
撃
を
最
も
簡
易
化
し
た
も
の

（sa）
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日
本
古
建
築
研
究
の
一
．
栞
（
骨
四
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
第
二
號
　
　
二
二
五
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日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
母
型
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
　

第
「
二
號
輝
漁
二
二
山
回



日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
滑
四
）
　
（
天
沼
）

第
十
五

第
二
號

モ

（　5ei　）



’

，

藁
μ

』鐙
裟
♂

ｮ　　■．
　　’．t’，’iaT　一　’t

’　．麟

tttt”．．tti

誉
L
■
．

　
リ
ヨ

一
書
愚
◎
趨

の　サ　ロヒ

・塵．dl．

」
「

鞍三二：＝1岬山∵緊『17∵7．711オ鳶∵．’一．・

　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　．　　　　　b　　噛．　國．

．日

暮
「
灘
纏
点
綴
鋳

　
　
．
τ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾

　
　
　
　
　
．
　
．
　
　
　
」
雲

節．

　
　
　
　
嗣

　　

@　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

《
磁
薯
燈
熱
．
鰹
鍔
灘
一
μ
鱒
．
毒
．

　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唖
ヤ
「

　
　
　
　
　
　
　
．
’

亀

鑑
綴
菖

」
．
◎
’
．馬

vt，：

．

t

噛　巳■．　．　　．」

一
」
9

鍵
懸
盤

　樋
蕊
ゼ
．
．
　
．
艦

三一．
’…1W」

　
　
　
　
　
西
．
浄
“
陶

磁
懸
盤

tt

kE　t：Ewt　S：SFT　rls　：・

一“ ．“　“　1

認，；．・．．

　　17h

　騨グ

．　．う

　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　』　　．．　i
　　　「・」’：．・「

J

！f’　’

”vi”’1

．1＝．．壌

、
蘂
」

　
．
、

ぺ
灘

蔦．．

1’． ?鰯．

耀：《鯛
　　”　’（LS

川
　
．
々
懸
、
鞭

D
，
」
　
匿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
1

．
り
．
♂
p

．
．
－
　
　
　
　

，

．
．
手
．
．

．
可
』
馳
．
箪

．
．
．
・
『
b
．
　
　
　

㍉
．

．
・
＾
．
』
．
湯
顎
μ
、
．

「
撫
膿
燃P・rl“・

穣］”鶏メ・

単
議
簸

㌻卜6

，■．唱1

二

；s

l・／

P
：
．馬哩

　’ 香D’．

　』”．．．幽．’聾

一一

’f

～　　　
　
」
’
「

の．

●
¶

り
●
ド

P

，s・’・s’：

．鹸．．，．孟眠．

’”：’・’Nl

．し

　　　　　　　　　㌣
　　　　　　’・gP．，
　　　　　　　　　　ザ
麟魍扁、幽∴，

（58）

口
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
滑
四
）

（
天
沼
）

第
十
五

第
二
號

二
二
八



日
本
古
建
築
研
究
の
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（
骨
面
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（
天
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第
十
五

第
二
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口
戸
出
建
築
研
究
の
栞
（
冊
四
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巷
第
二
號
　
　
二
三
〇
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日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
冊
四
）
（
天
沼
）

第
十
五

第
二
號

L

（Gl）



日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
滑
面
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
第
二
號

二
三
二

（62）
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日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
掛
四
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
　
第
二
號
　
　
二
三
三



日
本
古
建
築
研
究
の
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（
珊
四
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（
天
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十
五
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第
二
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二
三
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H
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
滑
四
）
　
（
天
沼
，
）

’

第
十
五
巻
　
第
二
號
　
　
二
三
五



’

i

d

L

．
「
‘

6
引
It，k

1　li？i　’

　輔

’，vi

ダ

ー
－
噸
．》幽硬

ρ貞 ，

　．
N’

一T・

電
華
．

試
弾
喚

岨．

欝

（66）

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
五
四
）

コ

（
天
沼
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第
十
五

第

一
號
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曽
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日
本
吉
建
築
研
究
の
．
栞
．
（
冊
四
）
　
（
天
沼
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第
十
五
巻
第
二
號

二
三
七
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滑
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天
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十
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二
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日
．
二
三
建
築
研
究
の
栞
（
愛
重
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（
天
沼
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第
十
五
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第
二
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二
三
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本
古
建
築
研
究
．
の
栞
（
焼
玉
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（
天
．
沼
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第
十
五
巷

第
二
．
號

二
四
〇
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．
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日
本
古
建
築
砺
究
の
栞
（
骨
癌
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
第
二
號
　
　
二
四
二

ri　L）　）
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日
本
国
建
築
研
究
の
栞
（
新
四
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
釜
第
二
號
　
　
二
四
三



ン．毒翼

　　　　第鱗輪・纏・
∵ン・累麟鱒鱗国国麹醜＼ト．．
ンひ：・1〈鱒纐瓢拳灘羅ミ十か夫瀞簿毒｝

（74）

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
血
肝
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
第
二
號

四
四



ご
み
た
方
が
、
櫛
形
窓
の
癒
用
ご
考
へ
る
よ
り
よ
さ
さ
う

に
思
は
れ
る
。

　
第
＝
＝
二
圖
は
、
ま
た
元
へ
戻
っ
て
西
本
願
寺
五
柳
間

の
二
階
の
北
に
向
つ
た
亀
頭
窓
で
あ
る
。
四
聲
学
位
の
小

さ
い
聞
が
北
の
方
に
で
て
み
て
、
そ
こ
に
こ
の
大
花
頭
が

あ
）
、
其
上
に
唐
破
風
が
か
、
つ
て
み
る
。
下
か
ら
で
は

需
影
が
あ
っ
て
ざ
う
し
て
も
う
ま
く
撮
れ
な
い
か
ら
、
止

む
を
得
す
二
階
へ
上
っ
て
障
子
を
は
っ
し
て
内
か
ら
寓
し

た
の
で
あ
る
。

　
曲
線
を
如
何
に
取
扱
へ
ば
始
宋
が
い
、
か
、
ざ
う
す
れ

ば
締
り
が
あ
る
か
、
ざ
う
い
ふ
注
意
が
鉄
け
る
ご
反
毛
に

思
は
し
く
な
い
形
が
で
き
上
る
か
、
ε
い
ふ
機
な
こ
ご
を

少
し
も
考
慮
せ
す
に
、
元
“
漫
然
ご
濁
想
的
の
も
の
を
作

り
だ
さ
う
（
？
）
ε
す
る
ご
、
結
果
は
多
く
の
場
合
こ
の
如

き
氣
の
毒
な
形
に
な
り
勝
で
あ
る
。

　
群
れ
も
亦
第
二
九
一
圖
ご
曲
線
の
形
も
茨
の
数
も
、
乃

至
全
膿
が
横
に
李
た
い
ご
こ
ろ
も
同
じ
で
あ
る
の
に
、
か

　
　
　
H
本
刑
建
築
研
究
の
栞
（
油
日
）
　
（
天
沼
）

う
な
っ
て
了
つ
た
の
は
、
全
く
其
性
質
郎
ち
曲
線
の
取
扱

方
に
原
因
し
た
の
で
、
ま
こ
ご
に
惜
し
い
こ
ご
、
言
は
ね
、
、

ば
な
ら
ぬ
。

　
第
三
コ
ご
圖
は
甚
だ
さ
つ
ば
り
し
π
も
の
。
曼
珠
院
の

座
敷
の
上
段
の
間
の
書
院
窓
で
、
上
の
欄
間
ご
共
に
私
に

は
大
分
氣
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
恰
も
桂
離
宮
上
段
間
の

如
く
、
あ
れ
を
す
っ
ご
輩
純
化
し
だ
の
で
、
あ
の
機
に
上

段
丈
け
天
井
を
低
く
し
、
床
も
丁
度
枢
の
せ
い
導
け
上
げ
、

て
あ
・
．
堕
も
・
れ
位
ま
で
い
一
、
上
段
の
間
だ
か
㈲

ら
こ
い
っ
て
さ
う
肩
も
こ
ら
す
、
洵
に
心
持
の
い
、
作
り

方
で
あ
る
。

　
第
三
一
四
圖
は
大
徳
寺
塔
頭
孤
蓬
庵
の
で
、
こ
の
機
な

形
1
一
前
號
第
三
〇
四
圖
の
如
き
も
ー
ー
の
を
「
蕨
花
蕊
」

ε
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
の
窓
の
外
は
室
に
な
っ
て
み
る
か

ら
、
採
光
よ
り
は
寧
ろ
装
飾
の
た
め
の
窓
で
あ
る
。
仲
身

過
の
こ
殆
ん
ざ
同
じ
で
あ
る
が
、
恰
好
は
こ
の
方
が
い
く

ら
か
上
で
あ
る
。
あ
っ
て
も
な
く
て
も
大
し
て
影
響
の
な

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
二
號
　
　
二
四
五



　
　
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
冊
四
）
　
（
天
沼
）

い
こ
こ
ろ
へ
、
主
に
飾
り
ご
し
て
用
ひ
た
「
例
ご
な
す
に

足
り
る
。
上
に
李
た
く
お
い
た
自
色
の
尺
度
は
、
憂
身
製

一
息
で
あ
る
。
い
く
ら
も
違
は
澱
か
ら
、
こ
の
場
合
約
一

尺
ご
見
て
差
支
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
圖
版
に
は
曲
尺

の
約
叫
尺
ご
か
い
て
お
い
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
一
母
親
は
管
鑓
寺
（
Q
？
㌘
智
威
ご
よ
む
、
誤
植
に

非
す
。
「
牛
玉
」
ビ
か
い
っ
て
Q
？
ひ
ご
登
蔵
す
る
ビ
同
じ

で
あ
み
）
庫
裏
の
脇
の
塀
に
つ
い
て
み
る
も
の
で
あ
る
。

牛
伏
寺
は
長
野
縣
松
本
市
を
距
る
約
三
里
、
東
筑
摩
郡
片

丘
村
の
山
腹
に
あ
る
が
、
乗
物
の
利
用
で
き
ぬ
所
が
一
里

鯨
あ
る
か
ら
、
行
く
な
ら
其
畳
悟
を
せ
ね
ば
な
ら
澱
、
併
し

な
が
ら
ゆ
き
つ
い
て
み
る
ご
、
立
撃
な
彫
刻
が
澤
山
に
あ

る
か
ら
、
努
力
は
決
し
て
秘
し
く
な
く
満
足
せ
譲
も
の
は

な
か
ら
う
が
、
建
築
物
の
方
は
何
れ
も
香
ば
し
く
な
い
昏

の
ば
か
b
で
あ
る
。
こ
の
窓
に
し
て
も
、
前
立
に
掲
げ
た

日
光
陽
明
門
・
東
照
宮
石
之
間
・
本
地
堂
等
の
夫
れ
を
勝
軍

に
し
、
上
の
方
に
近
く
水
勢
に
切
断
す
る
ご
こ
れ
に
似
た

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
二
號
　
　
　
二
四
山
ハ

も
の
に
な
る
。
「
見
大
に
墾
つ
た
形
の
様
に
見
え
て
も
、

さ
う
で
な
い
こ
ご
は
直
に
氣
が
つ
く
で
あ
ら
う
。
こ
の
形

は
併
し
な
が
ら
全
禮
が
ブ
ク
ノ
＼
ご
膨
れ
、
・
ま
る
で
締
り

の
嫁
い
ビ
う
け
た
様
で
あ
る
。

　
第
三
一
六
七
は
長
崎
崇
瀟
寺
大
雄
殿
の
で
、
こ
れ
ま
で

何
度
も
引
合
に
だ
し
た
か
ら
、
窓
は
初
め
て
だ
が
寺
の
名

は
馴
染
な
筈
で
あ
る
。
之
の
建
物
は
外
か
ら
み
る
ε
二
重

の
黒
垂
で
あ
る
が
、
内
部
は
一
重
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
様

な
所
へ
窓
を
つ
け
な
い
で
も
黒
光
は
充
分
で
あ
る
し
、
ま

た
明
履
の
必
要
も
全
く
認
め
鍛
の
で
あ
る
。
け
れ
ざ
も
外

側
が
何
も
な
し
で
は
淋
し
い
か
ら
、
装
飾
こ
し
て
こ
の
盲

窓
を
つ
け
だ
の
で
あ
ら
う
Q

　
屋
根
の
上
迄
登
っ
て
近
づ
い
て
よ
く
調
べ
だ
の
で
は
な

く
、
下
か
ら
見
て
お
い
た
の
で
あ
る
し
、
夕
刻
日
が
可
な

り
低
く
な
っ
て
、
こ
の
窓
の
所
へ
夕
日
が
一
ぱ
い
に
當
る

標
に
な
っ
て
か
ら
ご
つ
た
磐
石
で
あ
る
。
囲
物
を
み
た
ご

き
も
さ
う
思
っ
た
が
、
こ
れ
で
み
て
も
引
戸
を
爾
方
か
ら

（　et　6　）



／tt

し
め
た
機
に
見
せ
か
け
て
あ
る
。
下
戸
は
花
狭
附
を
入
れ

た
の
で
、
珍
ら
し
い
お
も
し
ろ
い
透
彫
で
あ
る
。
」
、

　
大
雄
殿
と
向
ひ
合
せ
に
護
法
堂
、
と
い
ふ
の
が
建
っ
て
る

る
Q
ご
の
正
面
の
花
出
窓
に
昂
り
込
ん
で
あ
る
言
開
の
花

嵐
二
戸
は
、
既
に
第
＋
二
巷
第
三
號
（
第
一
六
三
圓
）
に
掲
げ
で
お

い
た
が
、
之
れ
を
附
ぢ
た
ご
き
に
花
頭
窓
の
輪
廓
…
内
に
其

扉
の
一
部
分
が
見
え
る
ε
こ
ろ
は
、
丁
度
こ
の
爲
眞
の
そ

れ
の
機
で
あ
る
。
し
て
み
る
こ
こ
れ
は
、
向
ひ
同
志
で
あ

る
か
ら
、
・
あ
れ
ε
調
和
を
ご
る
た
め
、
こ
の
様
に
意
匠
を

し
だ
の
、
か
も
知
れ
な
い
ρ

栃
木
縣
日
光
町
、
輪
王
寺
所
薦
の
常
行
堂
（
大
猷
院
廟
入
口
前
に
在
り
）

に
は
巌
頭
窓
が
．
い
く
つ
も
っ
け
て
あ
る
。
堂
は
柱
も
壁
も

　
朱
漆
塗
、
窓
ざ
淺
唐
戸
ε
は
黒
漆
塗
に
な
っ
て
み
る
。
正

面
の
方
の
は
窓
ご
し
て
は
左
程
役
に
だ
、
ぬ
が
、
こ
も
か

く
格
子
の
問
か
ら
光
線
が
入
る
襟
に
な
っ
て
み
る
一
こ

の
意
味
は
戸
ロ
か
ら
、
充
分
採
光
が
で
き
て
み
る
か
ち
、
、

窓
は
大
し
て
必
要
で
な
い
、
寧
ろ
装
飾
窓
ご
し
て
正
面
を

　
　
　
　
．
H
本
宵
建
築
研
究
の
栞
（
瀞
四
）
　
（
天
沼
）

賑
は
し
て
み
る
、
ご
い
ふ
方
が
い
、
「
か
ら
、
存
在
の

意
義
は
あ
る
ε
い
へ
る
。
然
る
に

・
第
三
一
七
圖
矛
形
こ
そ
同
じ
で
あ
る
が
其
側
面
に
つ
い

て
み
る
盲
窓
が
全
く
の
飾
り
窓
、
こ
れ
こ
そ
．
全
部
壁
で
あ

っ
て
差
支
が
な
い
の
み
な
す
、
寧
ろ
壁
で
あ
る
べ
き
の

に
、
さ
う
し
な
い
で
頗
る
入
念
の
が
つ
け
て
あ
る
。
珍
ら

し
い
の
は
格
子
の
縦
子
が
普
遜
垂
直
で
あ
る
べ
き
に
、
こ

の
場
合
は
上
で
狡
く
下
で
廣
く
な
っ
て
み
る
こ
ご
で
あ
っ

て
や
う
つ
か
b
し
て
み
る
ε
氣
が
つ
か
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
が

こ
の
様
な
例
は
さ
う
澤
山
は
な
い
や
う
で
あ
る
。

　
第
三
一
入
圖
は
高
野
山
金
剛
三
昧
院
の
で
、
氣
の
毒
な

が
ら
形
が
思
は
し
ぐ
な
い
。
輪
廓
を
内
外
共
同
様
に
外
へ

反
ら
せ
た
ら
ば
い
ぐ
分
よ
か
つ
元
ら
う
に
、
内
側
を
内
へ

反
ら
し
元
た
め
、
下
の
方
は
擾
形
こ
な
り
、
座
り
は
よ
4

な
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
王
の
方
も
カ
が
少
し
も
入
っ
て

ゐ
諏
か
ち
、
ま
る
で
江
戸
時
代
の
吊
鐘
や
宇
鐘
を
み
る
や

う
に
、
不
楡
快
な
格
好
が
眼
の
前
に
浄
び
上
っ
て
べ
る
の

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
第
二
號
　
　
二
四
七

（77）



　
　
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
四
）
　
（
天
沼
）

だ
が
ら
、
ざ
う
も
心
持
が
よ
く
な
い
。
さ
う
し
て
一
ぱ
い

に
交
標
を
彫
刻
し
た
金
銅
飾
金
具
等
を
打
ち
、
其
後
ろ
に

だ
て
、
あ
る
爾
引
の
障
子
は
、
緑
色
の
員
の
荒
い
何
で
も

紗
（
？
）
の
機
な
き
れ
を
は
っ
て
あ
る
か
ら
、
内
が
す
け
て

棚
等
も
見
え
、
大
上
に
美
し
い
が
ざ
う
も
面
心
が
で
き
か
．

ね
る
。
大
徳
寺
孤
蓬
庵
の
や
う
な
の
を
蕨
花
頭
ビ
い
ふ
こ

ビ
は
既
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
其
蕨
の
う
つ
巻
が
上
へ
で

て
了
つ
だ
の
だ
か
ら
、
こ
れ
で
も
や
は
り
蕨
旗
頭
こ
い
ふ

の
か
、
或
は
他
に
何
ご
か
い
ふ
名
が
あ
る
の
か
、
私
は
よ

く
知
ら
な
い
。
一
下
の
事
新
し
く
「
吊
鐘
窓
」
ビ
い
ふ
名
に

で
も
し
た
ら
よ
さ
さ
う
で
あ
る
。

　
第
ご
＝
九
圖
ば
東
京
芝
公
園
内
、
徳
焼
ご
代
廟
の
本
殿

か
ら
御
供
所
へ
の
渡
廊
の
で
、
角
柱
を
鋏
ん
で
左
右
士
分

づ
、
、
つ
ま
り
爾
方
で
一
つ
の
完
全
な
形
に
な
る
機
に
し

て
あ
る
σ
か
う
な
る
ご
、
こ
れ
も
貸
元
の
意
味
が
全
く
失

は
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
た
や
こ
の
様
な
形
一
日
光
廟

の
各
建
物
に
於
け
る
夫
れ
ご
殆
ん
ご
同
じ
な
の
は
蓋
し
當

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
第
二
號
　
　
二
四
霊

鑑
で
あ
ら
う
が
一
の
窓
を
、
ま
ん
中
か
ら
縦
に
二
つ
に

割
っ
て
つ
け
π
の
で
あ
ら
う
。
花
式
窓
な
る
も
の
が
、
元

來
観
葉
撲
で
、
而
も
石
の
硬
葉
撲
で
あ
っ
だ
ら
う
、
ピ
い

ふ
こ
ビ
に
考
へ
，
つ
け
ば
、
こ
れ
は
こ
の
種
の
窓
ご
し
て
無

意
味
な
も
の
で
あ
る
こ
ご
が
判
る
で
あ
ら
う
。

　
此
の
窓
の
格
子
に
一
つ
づ
つ
鋪
が
つ
け
て
あ
る
の
は
、

た
や
か
う
し
て
み
た
迄
の
事
ご
解
し
て
お
け
ば
い
い
で
あ

ら
う
。
元
は
ざ
う
で
あ
ら
う
ご
、
思
ひ
切
っ
て
か
、
或
は

多
分
何
も
知
ら
す
に
、
丁
度
適
當
へ
？
）
な
ご
こ
ろ
に
柱
が

あ
っ
た
か
ら
曇
れ
を
挾
む
機
に
し
て
、
ま
二
つ
に
罰
つ
た

ビ
こ
ろ
は
洵
に
勇
敢
な
虚
血
で
、
臆
病
な
も
の
に
は
や
う

か
ね
る
Q
こ
の
黙
に
於
い
て
濁
創
的
の
意
匠
が
大
に
働
い

て
み
る
ご
い
へ
る
の
で
あ
る
。

　
少
し
く
紛
ひ
も
の
、
氣
味
は
あ
る
が
、
實
物
を
み
や
う

ご
思
ふ
な
ら
、
私
は
京
都
市
に
於
い
て
一
つ
孤
例
を
畢
げ

得
る
。
極
め
て
便
利
な
ビ
こ
ろ
、
四
條
寺
町
新
京
極
で
電

車
を
下
り
て
南
へ
曲
り
、
二
三
軒
か
四
五
軒
行
く
ε
左
側

（　”iS　）



の
、
家
政
女
學
綾
の
あ
る
大
雲
院
本
堂
の
側
面
を
み
る
ご

よ
ろ
し
い
。
も
の
は
す
つ
ご
簡
軍
で
あ
り
、
且
つ
爾
肩
は

ま
る
い
響
け
で
花
頭
型
に
は
な
っ
て
み
な
い
が
や
り
方
は

同
じ
で
あ
る
。
も
つ
ε
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
こ
れ
以
上

今
の
こ
こ
ろ
は
知
ら
な
い
。
「

　
第
三
二
〇
圖
は
東
京
芝
堰
上
寺
寺
務
所
窓
の
一
で
、
花

頭
の
憂
罰
し
て
若
葉
に
な
っ
た
も
の
で
あ
う
、
穿
っ
て
は

み
る
が
更
に
垂
心
の
で
き
澱
も
の
。
こ
れ
で
は
劉
底
上
の

重
荷
を
支
へ
る
こ
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
な
く
、
一
た
ま
り
も
な

く
つ
ぶ
れ
て
了
ふ
こ
ご
確
か
で
あ
る
。
一
見
し
て
多
く
新

し
い
も
の
だ
る
事
が
剣
る
で
あ
ら
う
。
こ
ん
な
の
も
珍
ら

し
い
方
で
、
恐
ら
く
こ
れ
以
外
に
あ
る
ま
い
。
拙
い
方
の

例
に
最
も
適
當
な
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
一
＝
圖
は
、
大
阪
市
天
王
寺
憂
身
寺
町
一
丁
目
、

大
瀧
寺
境
内
庫
裏
脇
の
名
を
忘
れ
π
が
小
さ
い
堂
の
で
、

ざ
う
一
事
に
こ
の
襟
な
も
の
が
で
き
た
こ
い
ふ
例
に
だ

し
た
の
で
あ
る
。
全
然
輪
廓
な
く
、
た
“
壁
に
花
頭
型
の

　
　
　
　
B
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
滑
四
）
　
（
天
沼
）

孔
を
あ
け
、
全
部
壁
ご
附
じ
く
漆
喰
を
塗
り
、
縦
に
五
本

圓
形
の
漆
喰
塗
の
捧
を
格
子
の
如
く
淀
て
た
の
で
あ
る
。

お
も
し
ろ
く
も
お
か
し
く
も
な
い
黙
は
天
下
一
白
旧
ご
い
へ

る
で
あ
ら
う
。

　
第
三
ご
二
圖
は
、
長
崎
市
興
編
寺
鐘
縷
の
も
の
、
其
恰

好
の
良
否
は
第
二
こ
し
、
下
愚
ご
し
て
卍
崩
の
組
子
を
入

れ
π
こ
こ
ろ
を
威
心
し
π
の
で
あ
る
Q
而
も
其
組
方
は
、

一
定
の
規
則
に
從
っ
だ
如
く
で
實
は
さ
う
で
も
な
く
、
膚

露
な
や
り
方
を
し
て
み
る
。
こ
の
興
幅
寺
は
支
那
か
ら
大

工
が
き
て
、
本
堂
を
た
て
た
の
だ
さ
う
で
あ
る
か
ら
、
或

は
そ
の
折
に
で
も
こ
の
組
子
を
造
っ
て
い
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
既
に
牢
扉
の
例
の
ビ
こ
ろ
に
圖
示
し
た
や
う
の

だ
薫
響
膨
巷
）
、
一
定
の
法
則
に
從
っ
て
居
り
、
而
も
澤

山
に
あ
る
か
ら
さ
う
珍
ら
し
く
は
な
い
が
、
こ
れ
は
中
々

お
も
し
ろ
い
や
り
方
で
あ
る
Q
こ
れ
で
も
う
少
し
輪
廓
に

注
意
し
た
ら
、
非
常
な
い
、
も
の
に
な
る
で
あ
ら
う
。

　
第
三
三
二
圖
は
長
野
縣
上
田
市
に
あ
る
宗
陣
雲
（
ω
響

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
二
號
　
　
二
四
九

（　79・）



　
　
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
轡
四
）
　
（
天
沼
）

ぎ
∴
一
）
輸
血
門
の
で
あ
る
ゆ
勿
論
新
し
い
か
ら
形
は
よ
く

な
い
が
、
花
頭
型
の
中
に
亀
甲
型
が
入
り
、
更
に
轟
轟
型

の
中
に
斜
に
井
桁
が
入
れ
て
あ
る
か
ら
」
珍
ら
し
い
も
の

ε
い
へ
る
。
こ
れ
で
上
方
の
、
途
中
に
茨
が
な
く
て
、
・
魚
心

換
（
腿
曇
O
①
け
け
O
壇
O
島
　
費
吋
O
ゲ
）
の
標
な
輪
廓
を
も
ち
、
維
甲
型
が

も
う
少
し
小
さ
く
で
も
あ
ら
う
も
の
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
印

度
サ
．
ラ
セ
シ
建
築
の
窓
又
は
障
屏
の
臼
大
理
石
透
彫
の
格

子
あ
た
レ
ご
、
ざ
れ
丈
け
の
差
が
あ
る
か
ご
言
ひ
度
、
い
位

の
も
の
で
あ
る
。
、
、

、
鳥
併
し
な
が
む
こ
れ
は
総
て
が
拙
い
上
に
、
彼
は
石
で
精
…

巧
、
、
こ
れ
は
木
で
粗
末
、
到
底
角
力
に
は
な
ら
な
い
が
、
・

人
の
考
へ
ど
い
ふ
も
の
は
、
置
大
概
似
た
り
よ
っ
た
り
で
あ

る
ご
い
ふ
謹
ご
な
る
ε
同
時
に
、
墾
っ
て
例
と
し
て
み
る

む
ご
が
で
ぎ
る
で
あ
ら
う
Q

、
・
確
か
日
光
大
各
院
廟
内
の
夜
叉
門
の
下
履
、
塩
鱒
ご
飛

貫
ご
の
間
が
す
い
て
み
て
、
そ
こ
に
鶏
甲
型
の
狡
聞
書
が

入
れ
て
あ
っ
だ
ご
記
憶
し
て
み
る
。
だ
か
ら
察
間
に
竈
甲

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
二
競
　
　
二
五
〇

型
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
用
ひ
た
例
は
あ
る
－
l
I
学

監
品
や
模
楼
等
に
は
随
分
古
く
か
ら
あ
る
か
ら
問
題
で
は

な
い
、
こ
、
で
は
建
築
の
下
聞
に
狭
間
飾
ξ
し
て
用
ひ
た

例
を
考
へ
て
る
る
の
で
あ
る
一
」
－
が
蒲
、
こ
の
窓
の
は
こ
れ

等
に
よ
っ
た
ゼ
は
考
へ
ら
れ
な
い
、
あ
の
門
を
建
て
た
田

舎
の
大
工
が
、
、
一
廉
考
へ
た
つ
も
り
か
何
か
で
る
や
っ
て

み
た
の
で
あ
ら
う
。
サ
ラ
セ
ン
ご
の
暗
合
が
少
し
ば
か
レ

お
も
し
ろ
い
の
で
あ
る
ρ

　
　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
、
　
　
　
　
苦

　
　
　
　
　
　
　
．
　
、
蚤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
、
曇

　
以
上
で
江
戸
時
代
の
實
例
を
絡
る
。
要
す
る
に
、
囁

　
　
常
代
に
於
い
て
は
轟
々
種
類
が
多
く
な
り
、
嘗
て
形

、
も
墾
つ
た
の
が
で
き
だ
し
、
よ
く
い
へ
ば
從
來
の
型
を

　
破
っ
た
も
の
、
悪
く
い
へ
ば
元
來
の
書
斎
が
忘
れ
ら
れ

て
し
ま
婁
も
の
（
日
光
東
照
．
，
陽
明
門
、
東
京
芝
三
徳
霊
廟
本
殿
渡
廊
）
、
不
用
の
所

　
へ
輩
に
装
飾
の
目
的
を
以
て
つ
け
た
攣
り
で
な
く
、
r
連

　
子
の
内
へ
圖
紋
を
入
れ
た
り
（
東
京
回
読
徳
院
廟
入
口
四
脚
門
）
、
・
上
の
部

分
を
華
に
む
た
久
錬
謎
翻
）
い
ろ
憂
し
た
。
ま
な

（8Q）



●

9

狡
問
雑
録
達
し
卍
崩
（
長
崎
市
国
訳
寺
鐘
楼
）
・
讐
法
喜
軸
纐

　
門
）
等
も
で
き
だ
し
た
り
し
た
。
ま
た
住
宅
へ
の
癒
用

　
も
多
く
な
っ
て
き
て
、
座
敷
等
へ
は
横
に
李
た
い
形
の

　
を
用
ひ
（
西
本
願
寺
五
三
間
及
階
上
・
国
華
嚢
座
敷
等
）
、
又
は
前
代
の
赴
き
ビ
し

　
て
書
院
（
髄
嚇
戦
駈
鍛
問
Y
床
脇
（
鑛
圃
）
等
に
用
ひ
ら
れ
π
。

　
こ
れ
等
の
う
ち
に
は
至
極
便
化
し
簡
易
化
し
、
茨
を
全

　
平
し
て
下
に
反
ら
せ
歓
圓
撲
の
如
ぐ
に
し
た
の
も
あ
っ

た
（
伊
豫
太
画
寺
庫
裏
其
他
重
心
多
し
）
。
爾
ほ
廻
廊
や
塀
の
窓
に
も
、
柱
間
一

ぱ
い
呈
の
部
を
ひ
ろ
げ
て
用
ひ
（
長
野
市
大
勘
遽
舞
・
宇
治
興
聖
寺
廻
廊
）
、

・
ま
た
軍
響
も
っ
け
た
り
し
た
（
松
本
市
郊
外
牛
伏
寺
）
。
解
新
し

r
く
は
佛
像
等
を
ま
つ
る
た
め
に
、
軍
濁
に
高
い
ご
こ
ろ

　
に
、
厨
子
機
の
も
の
、
正
面
に
つ
け
た
の
な
ご
も
あ
る

（蟄

s
市
東
子
爵
灘
堂
内
丈
殊
厨
子
等
）
、

の
で
あ
る
ゆ
つ
ま
う
此
の
種
の
窓
は
鎌
倉
以
降
で
は
あ
る

が
、
最
も
生
命
為
永
く
慮
用
の
範
圃
も
廣
い
標
で
あ
る
、

こ
い
ふ
の
鳳
、
本
式
の
花
頭
か
ら
、
漸
く
墾
化
し
て
種
々

の
形
が
で
き
、
佛
寺
の
み
な
ら
す
」
．
住
宅
茶
室
等
に
も
癒

　
　
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
粟
（
嚇
四
）
　
（
天
沼
）

締
し
得
る
や
う
に
な
り
、
決
し
て
之
れ
が
他
の
細
部
こ
の

調
和
を
鉄
く
ε
い
ふ
様
な
事
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
か

ら
此
の
形
の
窓
は
い
つ
迄
つ
や
く
か
穿
き
が
知
れ
な
い
、

夫
れ
丈
け
注
意
せ
譲
ご
、
愈
よ
拙
い
形
の
養
な
も
の
に
な

ら
澱
ご
も
限
ら
澱
。

　
　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砦

　
花
頭
窓
は
途
に
城
墾
建
築
に
用
ひ
ら
る
、
や
う
に
な
っ

た
。
多
分
桃
山
時
代
か
ら
で
あ
ら
う
。
實
例
は
澤
山
あ
る

の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
今
私
の
知
っ
て
み
る
の
は
、
近
江
の

彦
根
城
の
天
主
閣
に
つ
い
て
み
る
例
で
あ
る
。
昨
年
一
月

国
入
木
下
助
三
郎
君
が
彦
根
に
蹄
食
し
て
み
る
ご
き
、
頼

ん
で
撮
影
し
て
貰
っ
た
も
の
を
第
三
二
四
圖
に
掲
げ
て
お

い
た
か
ら
、
見
れ
ば
大
素
見
當
が
つ
く
で
あ
ら
う
。
此
圖
は

他
の
圖
版
の
組
合
の
都
合
上
一
番
先
に
だ
し
て
お
い
た
。

。
・
斯
の
如
く
緯
距
建
築
の
細
部
こ
し
て
、
最
初
我
國
に
入
っ

て
き
だ
ビ
．
思
は
れ
る
も
の
が
、
…
逐
に
城
の
窓
に
迄
用
ひ
ら

れ
、
而
も
愚
う
鍵
で
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
中
々
よ
く
似

　
　
　
　
　
　
　
第
十
五
総
　
第
二
號
　
　
二
五
一
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践
本
葬
建
築
研
究
の
栞
（
骨
四
）
　
（
天
沼
）

合
っ
て
み
る
か
ら
、
不
調
和
ざ
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
な
い
。

實
に
こ
の
種
の
窓
は
、
洵
に
癒
用
の
途
が
聰
く
、
ざ
の
標

な
ご
こ
ろ
へ
用
ひ
て
も
、
よ
く
調
和
の
ビ
れ
る
黙
は
、
全

く
濁
得
ご
い
っ
て
よ
ろ
し
い
。

　
彦
根
城
は
慶
長
入
年
超
工
、
二
十
年
た
っ
て
落
成
し
た

の
だ
さ
う
で
、
井
伊
直
勝
が
築
い
た
の
で
あ
る
が
、
其
天

主
閣
は
京
極
高
次
が
大
津
に
築
い
た
の
を
移
し
た
の
だ
さ

う
で
あ
る
Q
高
次
は
近
江
の
人
で
若
狡
守
ご
稻
し
、
四
十

七
歳
で
慶
長
十
四
年
五
月
死
ん
だ
こ
い
ふ
。
若
し
こ
の
花

頭
窓
が
初
め
か
ら
つ
い
て
る
た
の
な
ら
ば
、
正
に
桃
山
時

代
に
囑
す
べ
き
も
の
で
あ
る
し
、
彦
根
に
移
し
た
ビ
き
つ

け
た
の
な
ら
1
實
は
い
つ
移
し
た
の
か
私
は
知
ら
ぬ
が

－
江
戸
時
代
か
も
鋼
ら
ぬ
。

　
併
し
な
が
ら
桃
山
時
代
に
は
、
既
に
記
し
た
の
で
鋼
っ

て
み
や
う
が
、
花
頭
窓
の
癒
用
も
随
分
ひ
ろ
く
な
っ
た
の

だ
か
ら
、
城
の
天
主
閣
に
も
用
ひ
ら
れ
た
ご
考
へ
得
る
の

で
あ
る
。
さ
う
す
る
ε
、
桃
山
か
ら
ε
し
て
差
支
な
い
や

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
二
號
　
　
ご
五
二

う
で
あ
る
か
ら
、
こ
、
に
追
加
ご
し
て
記
し
て
お
く
。

　
花
頭
窓
終
V
9
。
（
昭
利
五
年
三
月
十
二
日
稿
了
）
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